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米 増 祐 吉
「随想 」の依 頼 をうけて 何 を書 こ うかと考 えて いた ある 口、
臨床 研 修の 学 生 が持 って い たfilebookの 表紙 の イ ラス
トDoityourselfの 文字 を 目に し、題 字 に 頂 くこ と に し
た。
この 言葉 をfilebookに 使 った デザ イナ ー の意 図 は明
確 で ない が、 最近 の レ ジ ャー文 化 を表 わす フ ァシ ョナ ブ
ル な言葉 と して使 った もの と思 われ る。 買 う側 の 理 解 は
別 と して学 習 ノー トの 表紙 の言 葉 と して なか な か意味 深
く学 習 、教 育 の本 質 をつ い て}Jり 、 あ るい は現 代 文 明 へ
の警 告 とも とれ る。
旭 川 医大 は 新 設 と して教 育 面 の改 革 を運 命づ け られ て
発足 した よ うで あ る が、 こ れ は一面 で は幼 児教 育 か ら次
第 に医 学教 育 まで潮 った 欧米 の 教育 改 革 の波 及 と もい え
るよ うで あ る。 い くつ かの新 しい 試 み もそ れ な り に効 果
を あ げて い る が、最終 学 年 の臨 床実 習 で学 生 に接 して 、
今 ひ とっ す っ き り しない も ど か し さを感 ず ることも多い。
な かで も気 にな る こ とは枝 葉 末節 に は詳 しい が、 あ る
事柄 の 全体 にお け る位 置 、有 機 的関 連 の捉 え方 が不 十 分
で応 用 が きか ない傾 向 が あ る点 で あ る。要 す る に知識 が
Systemに な って い な い と思 わ れ る。
新 しい カ リキ ュ ラム で教 育 して も 「い か に学 ぶ べ きか」
につ い て配 慮 が 不 卜分 か 、教 育側 の努 力が不 卜分 か 、 あ
るい は実 を結 んで い ない ので は な い か と思 わ れ る。
一・方 で は 「い か に学 ぶ べ きか」を教 育 で きる か とい う疑
問 も起 こ る。 又 その 前 に 「何 の ため に」とい う目的意 識 が
明確 で ない点 も あ るよ うで あ る。
勿 論 医科 大 学 で あ るか ら医 師 に な るた め ど い うで あ ろ
うが、 医 師 と い う もの が ど うあ らね ば な らな いか 、何 の
ために医師 にな りたいの かとい うことが澗 われ ることになる。
入 試 の 面接 な どで聞 くと「人 を助 け るた め」、「僻 地 診 療
をや りた い」と か、聞 く方 が面 映 ゆい思 い をす る こ とを堂
々 とい っ ての け る。 政 治 家 の 公約 と同 じで 、 受.験技 術 の
1つ と心 得 て い るよ うで あ るが聞 く方 も、 い わせ て少 し
で も約 束 した よ うな気 に なっ て くれ れ ば ま しと思 って い
るが 本音 は別 の よ うで あ る。
有 名高校(地 域 によっ て は幼 稚 園 か ら)入 学 の た めの 受
験 技 術 に明 け暮 れ 、養 鶏 所 の鶏 の よ うに 口の 前 に餌 を 与
え られ 、 あ るい は フ ォ ア グ ラ用 の 鶯鳥 の よ う に口 か ら餌
を押 し込 まれ 、何 を試験 して い るか 分 らぬ よ うな試 験 を
見 事 パ ス し、 階段 を 昇 りつ め た所 が医 学 部 で 、 そ こで 医
者 とは ど ん な もの か 考 えれ ば まだ 良 い 方で あ る。 医 学 部
で も教 養基礎 、臨 床 と それ をの り越 え る こ とだ け を 目的
と して過 せ ば国 試 も問題 な く通 る とい うこ とに な る。 更
に医者 に な って も医局 、 大 学院 で いわ れ た通 りにベ ル ト
コ ンベ ヤー に乗 って い れば 一一見 医 者 ら し くなる。 この間
全 く自分 で 工夫 した り、悩 む こ と も考 え る こ とも な くて
も過 せ るの で は ない か。
この過保 護 人 生 は元 を正 せ ば母親 に暇 がで きす ぎ、時
と して浅 薄 な児 童心 理 学 が これ を惑 わ し、 精神 と身体 の
バ ラ ンスの とれた子 供 の発 達 を さ また げ、 「母 原 病」の原
因 とな り、更 に文 明 、人 間主 義 、 あ る いは 人間 平 等 主義
の 名 の も とに社 会的 過保 護状 況 を生 み、 モ ラ トリ アム人
間 を生 み つつ あ る現 状 と、医 学 部 に お け る"や る気"の な
さ とは無 関係 とは い え まい。
独 断 と誇 張 を省 みず 言 えば この よ うに な るが、 程度 の
差 は あれ この よ うな問題 をか か えた学 生 も 多い と思 われ
る。
自分 の 人生 を作 る とい うよ うな こ と を して いて は医 学
部 に は入 れ ない とも い える現 状 で こ の歪 ん だ教 育 の産 物
を入 試 で選 別 す るの も難 しい とな る と、 大学 で の教 育 に
か か って くる訳 で あ る。 しか し、物 心 つ い て か らの 大部
分 の時 間 を か けて作 られ た習 性 が俄 か に変 えられ るもの
か甚 だ心許 ない 。
医 師 に本 質 的 に必 要 な特 性 は 自 己学 習 、 自己教 育能 力
(人 間 の特 性)で あ る。 患者 との対 応 は広 い意 味 で の教 育
とい え る仕 事 で あ る が、 自 己教育 がで きな い人 に他 人 の
教 育 がで きる とは 考 え難 い。
与 え られ た餌(知 識)を 不 消化 の ままで も紙 の1=に 並べ
られ れば大 学 も杢 業 で き、国 家試 験 も通 る とい う運 転 免
許 と比較 され るよ うな現 状 は「どの ような医 師 を作 るか」と
い う論議 と は縁 遠 い話で あ る。
自己学 習 の能 力 が あれ ば どの よ うな教 育 を うけ て も頼
れ る医師 と な り、 な い人 は それ な りにで も医 師 に な って
も ら って は困 る訳 で 、医 科 大学 に お ける教 育 は 本 来の理
念 とは か け離 れ た話 で あ る が、能 力 を引 き出 す よ りも能
力不 足 を排 除 す る こ とを考 えるの が、国 民 に対 す る義務
で は ない か と さえ 考 える。
しか し受 け入 れ た以Lは 、匠派 な医師 に なってほ しい し、
め
その た めの 資料 と学 問の場 を備 え るの は教 育側 の義 務 で
あ るが 、 それ を ど う受 け入 れ 、消 化 し、身 にっ け る かは
学 生 の責 任 で あ る。 医学 教 育 はcustommadeの 背 広 で







flご ろ 言葉 に かか わ る記 事 を読 む こ と が多 いの で す が
あ る雑 誌 に 「fl本語 の 未 来 」 と い う特 集 記 事 が あ って 、
その一一っ に若 者 語 な る見慣 れ な い言葉 が あ るの が 目 に留
ま りま した。 読 ん でみ る とわ が医 大生 の 口 の端 に上 っ て
い る言 葉 もあ り ます。 わが 医大 生 も若 者 なの だ か ら当然
の こと とい え ます。 卜数 年 前の 若 者 が この 最近 の 若者 語
につ いて勝 手 な こと をciっ てみ よ うと思 い立 ち ま した。
言葉 は 、 日本語 で あれ 英語 で あ れ、 常 にゆ れ、流 れ 、
変転 して や ま ないの で す。 こ こ に言葉 の 生 き生 き した姿
が あ るので す 。 言葉 は 話 し手 の 意図 、 心情 、思 想 を伝 え
るばか りで はあ りませ ん。 話 し手 の心情 とは別 に聞 き手
の側 に、 あ る感 情 を引 き起 した りも します.言 葉 の イ メ
ー ジ、感 覚 的 な もの を共 有す るこ とで仲 間意 識 が生 れ、
その 感覚 に さ さえ られ て言 葉 を作 り共通 語 とす るので す。
そ れが若 者語 で あ り、流 行 語 で あ り、学 生 語 なの です 。
こ れ らの 言 葉 こ そ 言葉 の ゆれ の最 前線 に あ り、社 会 性 を
もた ず 、浮 草の よ うに漂 い、流 れ、 や がて 消 えて ゆ くの
で す 。 と ころ が最 前線 に あ るだ け に、若 者 語 な る もの を
共通語 とす る世 代 の 言語 感 覚 が どん な もの かか い ま見 る
こ とも出 来 るの で す 。 その 反面 、 十 数年 前 の若 者の ズ レ
た感 覚 も表面 に あ らわ れ る こと に もな るで し ょ う。
「イマ イチ」 とい う言 葉 が あ り ます
Q「 い ま・っ 」とい
う言 葉が原 型 なの で しょ う。 「あの 学 生 はい ま 一つ 努 力
が足 り ない。」を 「あの 学生 イマ イチだ なあ。」 と使 うよ う
で す。 我 々 も 「イマ イ ッポ」 とい うの を使 って い た こ と
が あ り ます が 「イマ イチ」 の 方 が 見事 で す。 さ らに 「イ
マ サ ン(ヨ」、「イマ ジ ュウ(D」 が派 生 され て い るの に は驚
い て し まい ます。 流 れ の 早 さ も格 別 で 「ワ ンパ タ ン」 は
も うい まで は 「ワ ンパ」 と なっ て い るそ うで す 。
ただ 「VSOP」 は 「veryspecialonepattern」 だ
そ うで す が、 こ れは 頂 け な い。 「犬 の卒 倒 」 な ど と も言
うそ うで あ るが発 想 は と もか く長 くは使 え そ うに な いD
わ が医大 生 に も知 らな い人 が 多 いの が 「VSOP」 で す 。
テ レ ビを通 じて若 者 で ない 人 に まで知 らされ たの が 「話
が ピーマ ン」(話 が通 じない 、遅 れ て る)で す が、今 で は、
多 くの派 生語 を生 んで い るそ うで す。 記 事 の 中で 知 った
語 に 「エ ビぞ る」(エ ビの よ うに の け ぞ る)が あ ります。
使 用例 は 「新 宿 でエ ビゾ リ展 な る も の が 開 か れ て い る
が エ ビぞ る もの は少 な くイ マ イチ で あ った。」 こ れ は す
ば ら しい と思 います 。 この記 事 の著 者稲垣 吉 彦 氏 は 今の
若 者 は 言語 遊 戯 入で あ る と言 って お ります。 「エ ビぞ る」
は 「の け ぞ る」 で は言 い表 せ ない視 覚 的 な意 味 要 素 を含
ん で お ります。
た しか に、 若者 語は そ の根 本が 言葉 あそ び なの で す か
らその 作 り方 を 見てみ ます と、 数 十 年 前 と何 も変 っ た と
ころはあ りませんが、採 用 きれ る語 の もつ感 覚 が ち が って
お ります 。作 り方 と しては 名詞+る=動 詞 は 、た と えば
昨 年話 題 をま いた 「エ ガ ワ る、 コバ る」 を含 めて 、「マ ー
ジャ る、 イ ンベ ダ る」 な どで 「タベ る、与 太 る、サ ボ るO
と比 べ て み る と分 ります が古 典 的 方 法 と言 え ます 。また 、
～ リン グ、 ～チ ッ ク、～ ぽ い な どの 接 尾辞 に よ る方法 、
た と えば 、「帰 リン グ、シ ラケ ッチ ン グ、オジ ンチ ック(じ
じむ さい)、 ポテ トチ ック(野 暮 な)、 だれ かい るっ ぽ い 、
冗 談 っぽ い」 な ど。 この 方法 も、 「タベ リ ン グ、 ロ マ ン
チ ッ ク、 や くぎっ ぽ い」 と同 じで 変 りば えの しな い もの
で す 。昔 か らの もの に縮 約 が あ り ます。 た と えば 、「マ ジ
(ま じめ)、 レス カ(レ モ ンス カ ッ シュ)」 な ど。 わが 医
大 生 は 「マ ジ、 レス カ、 ワ ンパ タ ン、 オ ジ ンチ ック」 位
の もの しか用 い ない の だ そ うで す。 若 者 語 とは い って も
その 中 に二つ や三 っ の位 相 が あ りそ うに思 え ます 。 とも
か く、 当 田:若者 語 はバ ッ クシ ャ ンな ど とくらべて 印象 的 ・
視 覚(i勺で す 。
若 者 た ちの言 語 感覚 は方 言 も カ タ カナ語 も もの ともせ
ず に わ が もの とす るの で す。関 西 方 言 だ と思 いますが「鈍
く さい(か っ こわ る い)」 を最 近 流 行 語 と思 って い た ら、
「だ さい」 とい うの がその なま った形で、これ ももう古 いの だ
そ うで す.わ が 医 大 生 が よ く使 う 「パ ー ブ リ ンゆ パ ー
プ リ→ パ ップ(?〉(馬鹿)」 もも う古 い の だ そ うで す。 パ ー
ペ キ な どはマ ンガで 用 い られた もの だ と い うが傑 作 と思
い ます 。 その他 お も し ろい と思 った の は 「どつ ぼ(極 度
に落 ち込 んだ状 態)」 「ハ ニ ワ る(し らけて だ まっている)」
「ウオ ンちっと(も う少 しほ しい)」 な どで
、泣 き声 が ビ エ
ー ンで ビエ ン ビエ ン、 トレビエ ンと活 用 す る と言 われ る
と何 も言 えな くな り ます。
この感 覚 がILし い漢 字 が思 い出 せ ない と きに作 用す る
と誤 字 に は相異 な いが傑 作 が生 れ る。遺 産 争族(相 続)、
わ が粗国(祖)、 わ が不 得(徳)の い た す と こ ろ、小 説心
髄(神)、 猛 想(妄)、 婚 前 一 体(渾 然)な どほんの一 例 です。
しか し、 社 会性 を もった"ゆ れ"も あ る の で す 。 白 夜
∫バ ク ヤ 、 ビ ヤ クヤ)、 便 覧(ビ ン ・ベ ン ラ ン)、 甲板
(コ ウ ・カ ンパ ン)、 発 行 所(ハ ッコ ウ シ ョ、ジ ョ)な ど。
将 来 若 い 人 々の この言 語感 覚 は 日本語 に大 き な変化 を も
た らす か も しれ ません 。流 行 は 、 果 して流 れ 行 くのみ と
言 って し まえ るの で しょ うか。(英 語 助 教授)
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第2回 卒 業 式 挙 行
3月25f1(火)午 前10時30分 か ら本学 体 育 館 にお いて 第
2回 卒 業証 書授 与式 が挙 行 され た。 昨 年初 め て 社 会 に送
り出 した78名 に続 き、本 年487名(内 女子 学 生10名)が
学 長 か ら1人1人 に卒 業証 書 を手渡 され晴 れや か に巣 立
っ て行 った。
卒 業証 書授 与式終t後 、 学 生 食堂 で 祝 賀 会 が和 や か な
雰囲 気 の う ちに行 われ 卒業 生 に とっ て 大学 生活 最 後 の1
日が終 わ ったD
なお 、第69回 医師 国 家 試験 は本学 か ら90名 が受 験 し、
昭 和55年5月17日 付 けの 厚生 省 の 発 表で1よ84名 が合 格 、
合格 率93.3%で 全国 国 公私 立 大 学 で11位 の 成 績 であった.、
(新 卒 者ぱ受 馬灸87名 、合述各82名 、合 格≧率94,3%、14イ 立)





氏 名 現 住 所 勤 務 先
鈴 木 ひとみ 山形市蔵ll飯 田400の1 山 形 大
山形 大学医学部職 員宿舎
6号 棟115号 第 ・ 内 科
相澤 浩 東京都狛江市和泉945 東京医科菌科大
産 婦 人 科
和 泉 裕 一一
東3条21'目 朝 日 マ ン シ ョ ン
4N'-3 第 ・外科 大学院
稲葉 雅史 7条151fl 第 一 外 科
猪俣 光孝 8条 西3」'目 渡辺 方 麻 酔 科
岩島 保法 東 光7条2」'目 鈴 木 ア パ ー ト 第 二 内 科
大崎 能伸 南4条211'目 伊 達 嘉 一 方 第一内科大学院
大西 健児 東京都杉並 区成 田東5-34-25一増井荘 東京医科歯科大
神 経 内 科
表 由晴 旭神町2号 竹内栄次方 第 一 外 科
帰山 雅 人 神 楽 岡6条61'日 野 ロマ ン シ ョン201%S' 小 児 科
川崎 洋 島根 県出雲llf塩冶有原町1の38 島 根 医 大
医大宿舎9号 棟103 麻 酔 科
北川 隆 旭神町19番 地 多出 方 第 三 内 科
」藤 庄治 福岡市西区西新2の18の9 九 州 大 学 耳
鼻 咽 喉 科
窪田 理裕 豊岡2条1丁 目 月沢 アパ ー ト 麻 酔 科
小池 台介 7条151目 新栄荘5号 第二内科大学院
小嶋 忠 静岡県浜松市高丘町532 浜松医大精神科
近藤 啓史 1条2011」 東 永:ii8 第 二 外 科
坂田 宏 神楽岡12条31'目 松美荘 小 児科 大学院
指田 裕子 、8条19丁 目 橋 本 方 薬 理 大 学 院
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氏 名 現 住 所 勤 務 先
相馬 光宏 大町1条17」'目 第 こ内科大学 院
丹野iF.隆 旭神町0号3番 地 ドーミトリ医学荘 第 二病理 大学 院
筒井 真人 東光2条2r目 東光2条 ハイツ 皮 膚 科
中沢 郁生 東2条2r目 大栄荘10}} 第 内 科
坂本久仁代 緑が丘4の4道 営住宅77R-1034 匡泣 道北 病院
内 科
橋本 史生 ・」・樽 市 入舟2-22-8 北 大 第=内 科
池田 真木 緑 がfr.2の3医 大宿舎D-11 第 内 科
'F田 哲 神楽岡14条3r目 第 ・外科 大学院
藤澤 真 神 楽 岡5条14J一 目 泌 尿 器 科
古川 英樹 神楽岡7条7丁 目 明学荘 眼 科
堀毛 消史 札幌市東区苗穂町583 北 海道 勤医 協
静光荘3
内 科
舛田 昭夫 東光3条41'目 麻 酔 科
道籔 裕 緑 が丘4条lr目 関根 方 麻 酔 科
宮武 泰正 東 光7条51'目 奥 野 マ ンシ ョン6号 室 整 形 外 科
森川 秋月 神楽岡15条41fl 第 一 内 科
森本 英雄 旭神町1}沖 西 正夫方 第 ・内科 大学 院
矢 野 公 一旭神町4番 地武Eフ ラザ306}}室 小 児科 大学 院
由良 茂貴 糸最が丘4の3道t1三75R-4-13 脳 神 経 外 科
吉田r-Q美 南7条22r目 美 園 マ ン シ ョ ン 第 内 科
中川 均 神楽岡6条6」'目 幸荘 第 内 科
育木 直子 神 楽6条15111西 館 マ ン ション 第 一 内 科
藤本 直也 京都府宇治市小倉町春日森86の1 7治 徳 州 会
岡村 廉晴 宮下24丁 目 谷 アパ ー ト5号 室 泌 尿 器 科
加1納 敬 夫 八尾 市久宝'r3-15-28 八 尾 徳 州 会
近藤 福次 豊 岡6条2111桐Mllr; 泌Jd<'器 科
熱田 裕 司 南4条211'目 伊 達 方 整形外科大学院
石丸 晶 神楽4条3」'目 毛利方 整 形 外 科
井 ヒ 謙 一・川端 町4の5富 貴荘205号 整 形 外 科
岩原 敏人 緑が丘4条11'目 佐藤 方 整 形 外 科
小竹 好裕 神楽5条11r口 松 本ハ イツ 第..内 科
太田 善博 豊岡8条5丁 目 心 交荘 第=外 科 大学院
加藤 一哉 8条10-r目5,;籔 下一rtプノ 第 外 科
金谷 健史 東3の3長 谷川ハウ スA-3 耳 鼻 咽 喉 科
大'∫!院
川村 光弘 東4の6松 倉竹雄方 産 婦 人 科
木村 純代 大阪府高槻市竹の内町43-24 大 阪 市 、1疋大 学
放 射 線 科
楠 祐一 ネ申楽4条13-rFIlli山/i 小 児 科
粂}p康 孝 神楽岡13の6太 田和郎 方 第 内 科
小池 能宣 大阪市東住吉区 中野3の3の44 大 阪 市 、γ城 北
タ イセ イハ イ ツ407= 市民病院外科
後藤 真 札幌市東区伏古8の3 北海道 勤医 協
コ ー ポ塩 田201 小 児 科
坂本 尚志 緑 が丘4の4道 住77R-1034 第.二生理大学院
鈴木 豊 東光10条4丁 日 さつ き荘2;; 小 児 科
田川 博 緑が丘2の2市 営住宅A3-1037 眼 科 大 学 院
滝山 義之 神楽 岡6の5グ リーンヒル医学 荘211 第=内 科 大学院
橘 秀光 豊 岡3の8ハ ウジング弘谷 第 一・ 外 科
蝶野 吉美 札幌市北区北17条西5r目 ゆり荘 北 大 脳 外 科
氏 名 現 住 所 勤 務 先
永野 哲 東京都練 馬区桜台1の26 東 大 小 児 科
丹野荘7場
西野 茂夫 旭神町4の45武 王プラザ207号室 放 射 線 科
長谷部直幸 南7条22111美 【婁1 第…内科大学院
マ ン シ3ン8次320号 室
橋本 博 5条6111第25条 マンション506号室 泌尿器科大学院
橋 本 政明 5条15rl【 卸》3ニ ッケ ンノ、イツ 脳 神 経 外 科
林 日1渓 札幌市中央区宮の森1の5の8 北海道勤医協内科
廣川 博之 旭神田ll9番地医学寮 眼 科
古井 秀典 東光8条3f目 図南コーポ2の2 第=外 科 大学 院
堀尾 昌司 豊岡9条4r目 ひかり荘1号 第 一 外 科
宮 川 昌f申 東 光14の4旭 栄 ハ イ ツNo5 泌尿器科大学院
棟方 隆 東光8条3111図 南]一 ポ2の2 第_外 科
森 淳樹 緑が丘2条1r月3の6 小 児 科
森 川香代/ ネL屯晃ll∫豊L}乙レく福IF.2条7r目151-12 北 大 第.=内 科
横 田 欽 一旭神町4番 地の41和 光荘7}} 第 三 内 科
占村信 一郎 日署3の5グ リ ー ン コー ポ1号 室 整 形 外 科
若濱 陽r 札幌郡広島町高-a!1町3の1の1 北 大 小 児 科
橋爪 明 東8条31`目 脳 神 経 外 科
山口 秀則 曙町2の4富 久寿荘マンンヨン5号 室 第 二 外 科
浅野 章 東光12条1「 目吉野富蔵 方 放 射 線 科
板野 哲明 岡山 市柳町2の2の8 岡山大放射線科
小林 徹 豊岡2の4広 富 アパ ー ト 公 衆 衛 生
相澤 希 5条22JII沖 本 ア ハ ー ト 脳 神 経 外 科
向片 直樹 神 楽4条1211i454の1伊 達 方 小 児 科
※現住 所 のrlf町 村 名の な い もの は旭 川 市 、勤 務 先病 院 名 ・
大学 名の ない もの は本学 で あ る。
※ 卒 業生 の動 向 は学 友 会 の資 料提 供 に よ る。
昭 和55年 度 入 学 式
昭和55年 度 人学 式 は、4月11日(金)体 育館 に}Jい て 、
120名(内 女f学 生8名)の 入学 者 を迎 え行 わ れ た。
式 は学 長 告辞 に引 き続 き新 入生 を代 表 して赤 間 保 之 君 が
「学 則 その他 の 規程 を遵 守 す る と とも に、学 生 と して の
本 分 に従 っ て勉 学 に励 み 、成 業 を期 す こ とを誓 い ます 。」
と入学 誓約 一firriを読 みLげ ると新 入生.一同 は さま ざ まな期








り本学学生課学生係 を経 由 して、北 見工業大学学生課
学生係あて申 し込 みます。
2.使用許可は、管理運営 責任者が行 い、使用許可書は本
学学生課 を経由 して交付 されます。
3.使 用の取消 し又は使用内容の変 更は、本学学生課を経
由 して使用開始 日の7口 前 まで に北 見工業大学学生課
学生係 に申 し出て許・rを受けます。
使 用経費 区 分 料 金
食費




















なお 、詳 細 につ いて は学 生 課学 生 係 まで お 問 い合 わ せ
くだ さい。(学 生 課)
昭和55年 度 学生 団体 一覧
昭 和55年 度 学生 団 体継 続 届d」よ び設 、i些届 の提 出 され た
団体 は次 の とお りで す 。
各 サ ー クル に加人 を希望 す る学 生 は責 任 者宛 連 絡 して
下 さい 。
(学 生 課)
昭 和55年6月17日 現 在
体 育 系 団 体 文 化 系 団 体 合 計
団 体 数 28 22 50
加 入学 生 数 6101 328 929
体 育 系 団 体 名 会 員数 責 任 者 顧 問教 官
ラ グ ビ ー 部 28 倉 林 均 鮫 島 夏樹
準 硬 式 野 球 部 22 荒 政 明 坂 井 英 一
卓 球 部 33 高桑 良 平 岩淵 次郎
陸 ヒ 競 技 部 7 稲 尾 茂則 美甘 和哉
ス キ ー 部 36 西 村 慶 太 東 匡伸
ゴ ル フ 部 19 紀 野 修 … 斎藤 孝 成
ボ デ ィ ビ ルデ ィン グ 21 石 川 雅 嗣 芳 賀 宏 光
硬 式 庭 球 部 37 程塚 明 米増 祐 吉
バ ド ミ ン ト ン 部 25 福 出 真也 山 ド 裕 久
バ ス ケ ッ トボ ー ル 部 25 浜 田 修 r.田 則 行
空 丁 道 部 18 宮 本 康 平 佐 藤 利宏
柔 道 部 16 姉 川 孝 青木 藩
サ ッ カ ー 部 32 高橋 康二 水戸 麺郎
バ レ ー ボ ー ル 部 20 高草 木 薫 倉橋 昌 司
剣 道 部 26 永瀬 厚 原 田 ・典
山 岳 部 13 泉 直 人 八幡 剛浩
弓 道 部 32 森 月i満 黒 島 農汎
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徒 歩 旅 行 の 会 20 松 山 清治 笹 森 秀雄
ア ー チ ェ リ ー ク ラ ブ 12 平井 克幸 丸子 基 夫
大東流合気武道 クラブ 8 榊 原 隆次 中島 進
軟 式 テ ニ ス 愛 好 会 25 鈴 木 直 己 宮 岸 勉
硬 式 テ ニ ス 同 好 会 23 大畑 千鶴f 河 原林 忠男
ス イ ミ ン グ ク ラ ブ 29 亀田 隆 竹 光 義 治
ア イzホ ッケ ー ク ラ ブ 16 伊藤 善也 美甘 和 哉
軟 式 野 球 同 好 会 14 山[聡 平野 日出 征
白 い 恋 人
23 練 合 泰 明 丸子 基 夫
嘩 礎スキー&山 岳スキー同好会)
ハ ン ドボ ー ル同 好 会 8 小村 好 弘 平野 日出 征
サ イ7リ ン グ ク ラ ブ1
チ ヤ リ ン コの 会
13 大坂 喜 彦 笹 森 秀雄
文 化 系 団 体 名 会員数 責 任 者 顧 問 教 官
写 真 部 17 今井 嘉紀 星野 了介
英 会 話 ク ラ ブ 10 大 田 人 可 保坂 明郎
医 療 研 究 会 47 宮本 和俊 鮫烏 夏樹
天 文 ク ラ ブ 17 大沢 弘 吉 田 逸 郎
茶 道 部 14 中村 恵 子 吉 田 征 了・
桟 敷 文 の 会 19 関 口 雅 友 丸子 基夫
映 画 研 究 会 21 中井 寛 明 建 部 高 明
将 棋 部 20 小 林 利彰 上口勇 次郎
室 内 遊 技 研 究 会 23 佐 々 木 公 則 寺 山 和 幸
ド イ ツ 語 研 究 会 9 杉 江 広紀 丸子 基 夫
Jazz研 究 会 14 幸村 近 大熊 憲 崇
囲 碁 同 好 会 14 佐 藤 孝生 ii賀 宏 光
美 術 部 7 山本 浩 史 小 川 秀 道
ギ タ ー 部 11 石田 栄 原 田 一典
世界旅行研究会V昭ab㎝ ♂ 6 L田 譲 二 丸f基 夫
ロ ッ ク 研 究 会 21 松田 年 土肥 聡 明
漫 画 研 究 会 13 三上 泰 久 高橋 三郎
ミニ・コミュニケーシ ョン研究 会 14 大山 昌宏 原 田 一 典
障 害 者 問 題 研 究 会 10 有 吉 紅 也 笹 森 秀雄
SDC(SocialDancingClub/ 13 相 沢 仁 志 鷲 塚 紀夫
聖 書 研 究 会 3 吉 田 浩二 黒 田 一 秀
CPU 5 片 山 道弘 福 山 裕三
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烈酒肝＼ 究 ガ:〕冨 じ 紹 ・介
■ 内科学第二講座 ■ 建 部 高 明
神楽岡 にひば りが さえず る季節 ともなると、長 い冬か
らの開放感、そ して新 入医局員の参加によって、何 とな
くはなや いだ気分 が医局内 に満 ちあふれてくる。 さて、
第二内科のあゆみをふ り返 ってみると、開講以来教育、
診療体制の基礎作 りといった内部の整備 にエ ネルギー を
消費 していた過程 を経 た後、昨年以来母校 をとび立 った
若手の参加 によって、よ うや く外部へ向けるエ ネルギー
が蓄積 されっっ ある現状で ある。
まず当科の診療 について紹介するため に、開院以来の
入院患者 の疾患別頻度 をあげると、表のよ うに、肝疾患
を主体 とす る消化器疾患は40%と もっとも多 く、次 いで
糖尿病は20%、 内分泌疾患は10%と 、これ ら=三者でほぼ
2/3を 占めている。この傾 向は今後 とも大 きく変 わると
は思 われず、 そこで より広い分野にわたって診療経験 を
積 むためには、院外での杢後研修が必要である。現在の
社会の要請 に対応 する杢後教育 を考える場合、その[標
の1つ を広い知識と技能 を身 につけた医師の育成 にお く
べ きと思われる。診断技術を例 にとってもX線 診断、内
視鏡診断、超音波診断、各種臓器の機能診断などの技能
の習得は必須 とすべ きで あろ う。
次 に当科の研究活動 についてみ ると、現在8・名の スタ
ッフが肝、膵、糖質代謝、内分泌、免疫 に関する研究 に
従事 している。最近 とりくんで いる研究課題 としては、
肝硬変再生結節の生成過程、膵癌診断の生化学的マー カ
ー、膵再生能 の促進、副腎 と糖 質代謝、糖尿病モデル動
物の作成、内分泌 ・代謝疾患の免疫 といった事項 があげ
られ る。現在の教室員の過半数 を占め る杢業生 も間 もな
く研究活動 に参加す るであろう。
表.第 二内科 における入院患者 の疾患別頻 度
(51.11-54.10)































医 局 内の 定期 的 な行 事 と して は 、週2回 の外 来診 断 討
議 会 、週1回 の病 棟 カ ンフ ァランス、医局 ミーテ ィング、抄
読会 が あげ られ る。 ま た、 全医 局 員 が教 室 の運 営 に参加
し、診 療 、研 究 、臨 床 実 習 あ る いは 対 外的 な問題 は 医局
ミーティングにおいて討 議 され る。 最 後 に わ が野 球 チ ー ム
(Bacchus)に っ い て一 言 、昨 年 は4勝4敗 と まず まず の
成績 だ った が 、新 メ ンバ ーの 加入 に よっ て今 年 の戦 力の
向r.は 著 しい とみ て い る。 是非 と もd」)'合 わせ の ヒ、 真
偽 の程 を確 か めて い た だ けれ ば幸 いで あ る。
(内 科学 第 二講座 助 教授)
課外 活 動報 告
シ リ ー ス
映 画 研 究
ア ニ メー シ ョン
アニ メー シ ョ ンを映研 自主映 画作 品 第2作 目 と して 企
画 、製 作 を開始 して か ら、 はや1年 以 上 た って し まった 。
ア ニ メブ ーム が再 来 して か ら4-5年 以 上経 つ が、 現
在 で は旭 川で もや っ と、 自作 の アニ メ を作 る 人 が増 えて
きた よ うだ。 最 近で はTVの アニ メに加 えて、 宇 宙 戦艦 大
和 、銀 河 鉄道999、 フ ァ ン タジ ア等¶が上 映 され 、 あ らた め
て アニ メの 面 白 さを再 認 識 され た 方 も 多い と思 うが、作
る とな る とこれ は 生易 しい こ とで は な い。 現 在、3年 の
安 住 を 中心 と して 製作 を進 めて い るが 、教 育 大漫 研 、市
内の漫 画サークルの 人達 にも応援 をお願 い している。(Y.S)
アニ メー シ ョンは1/6秒 仕 上 げ るの にポ ス ター カ ラー
と アニ メ ック ス と汗 に まみ れ、(しか し、 セ ル を 汚 さず)
や っと撮 影 で き る段 階 にた ど りつ くの で す 。 です か ら3
分 の 動画 を作 るの はた いへ ん なの です 。 ス トー リー 動 画
と い うの で は な く、NHKで 時 々放 映す る短 編 の 外 国 の
アニ メ ー シ ョ ンの よ うな雰 囲気 に なる予 定 で す が… …。
最初 は昆 虫 を少 し擬 人 化 した もの を主 人 公 にす るつ も り
だ ったの で す が、 そ れは 動 か しに くい と いわ れ ま るで ホ
モサ ピエ ンスの よ うに な って しまい ま した。 手伝 って い
ただ い て いる 人 と思 うよ うに連 絡 が とれず 、 ず いぶ ん遅
れて しま いま した 。実 習 に 人 り学 祭 まで 完 成 す る こ とが
で きる か ど うか わ か りませ ん。
初 め て の試 み で いろ い ろ失敗 しま した。 で も その お か
げで 要領 とテ クニ ックが だん だ ん わか って きま した。 も
しアニ メを本 気で 作 っ てみ た い と思 う人 がい た ら一 緒 に
製作 し ま しょ う。(T。A)
追 伸:映 画の 自主 製作 は難 しい。 まず 金 が か か る。 ち ょ
っ と した もの で も数 卜万 は 覚悟 しな くて は な ら ない。 次
に 、 部員 を魅fす るに足 る シナ リオが ない。 シナ リオが
あ って もヒ トが い ない。 こん な な い ないづ く しの 中で 唯
一手 に入 る時 間 だ けが虚 しく過 ぎて ゆ く
。大 学 、 都市 の
規模 の 小 ささ を身 に しみて 感 じる。 それ で も性 懲 りも な
く第3作 目 を作 ろ う とす る この涙 ぐま しい努 力。 鄭i難i汝











既加入者を;;c、 昭手[155年S弓lflL'Ai#発 牛 した傷害に適用しまl
m改 善の内容
保険料を変吏しない5次 のとおり改善しま弓
一{q保 範 囲 ↑保険翁
.つ鱒1卍 く善r変の保険金額 鰭 目llの保険翁額
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施設において研究盾動をfr,ζ いる聞と、1㌃定の且.課に接続 ζる時 間・
場所においご当該1上課に関係言る后汗究沽動を1】 エごいる間としま凱
,F21課 外活動とはn1の 規則またはこれに準するもの」一則,た 所定oり弄続 旨
により、大了『の認めたr』内 澱 団体の管理 トX11う 文化活動及び14fii.S
動をいいまボー
〈付n>
































中の災害 を救済するため に、本学ではスポー ツ安全協会
傷害保険の取扱いを行 っています。概 要は次の とおりで
すが、加入を希望す る団体は早め に学生課学生係に申 し
出てくだ さい。なお本学の最終受付日は7月26日(土)で す。
区 分 活 動 内 容 保険料 死亡・後遺障害医療保険金口額
通院中 入 院11‡










A [「1岳 9,600 iz,000,000 1,000 1,500
B ラグビー計 功 一一聖r他 3,200 12,000,000 1,000 1,500
C 柔道・輯 ・騨 ・バレ ホー,他 1,600 12,000,GOO 1,000 1,500
①保険金の支払いは治療 日数7日 以上の傷害 に限 られます。
②医療保険金は通院の場合90日 、入院の場 合180口 を限
度 として支払われ ます。
保険の対象 となる事故一① 被保険者の所属 する団体の管
理下における活動中の事故 ② 団体が指定する集合 ・解
散場所 と被 保険者の住所 との通 常の経路往復 中の事故
③ 団体の責任者の承認 を得て、国 、体 協等が主催する競




4月19日(土)・20日(日)の 両 口、新 入生 諸 君 が1日 も
早 く豊 かな学 園 生活 を送 れ るよ う、 参 加 者相 互 の コ ミュ
ニ ケー シ ョ ンを図 るこ と を 目 的 と した 昭 和55年 度 新 入
生 合同 グル ー プ研修 が 層 雲 峡 温 泉 ホ テ ル層 雲 に お いて
行 わ れた。20日 は あ い に くの 雨の ため 、予 定 され て いた
レ クリ ェー シ ョンの1つ 層雲 峡 観 光 が中 止 に な り、残 念
が る姿 が見 られた が 、 グ ルー プ別 懇 談 会 ・懇 親 会 ・講演 ・
レク リ ェー シ ョン等 を通 して親 睦 を深 め合 い 当初 の 目的




男子 滑 降 関 口3位
女子 大回転 佐藤2位
女r回 転 佐 藤1位
バ ス ケ ッ トボー ル部
5/3-4北 医体
準優 勝




個 人戦 シ ン グル ス
ダブ ル ス





旭 医66-77北 大 旭 医77-57山 形 〉
山崎 ベ ス ト8
山崎 ・小原 ベ ス ト8
仙 石 準優 川券
(学 生 課)
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は 通 例 「自 在 鉤 」 な ど カ ギ が 一ド っ て お り 、 煮 沸 に 用 い ら
ノ 葱 誹
笹 森 秀 雄
農 山 漁 村 行 脚 記
農 山漁村の研究行脚をは じめてか らもう30年近 くにな
る。田舎(道 南の離島奥尻)で過 した子供時代 の10数 年を
入れると、人生の大半をこの農山漁村 と共に歩んで きた
といっても過 言で はない。 それだけにまた農 山漁村の過
去 と現在 をみ ると、 その変貌 には隔世の感 がある。足に
で きている二重二重の豆 をみると、この30年 近 い間の研
究行脚 は随分長かったよ うにも思 うが、他面研究成果を
振 り返 ってみ ると、 はなはだ短かったよ うにも思 う。
「窓 外」への寄稿 はなにを書いてもよい とい うことの
ようであるから、以後4回 、農山漁村行脚30年 の雑感で
も書いてみたい と思 う。
よ こ ざ(横 座)の 消 滅
「よこ ぎ」 は炉 の奥 正 面 で 主人 の す わ る場 所 を指 し、
敗 戦 前 の わ が国 に お いて は 「い え」 の統 一 と権威 の 象 徴
と して 大 きな意昧 を も って い た。
私 の 郷 里で もそ うで あ った が、 戦 前の わ が国 の農 山 漁
村 の民 家 に は、 み な 「イ ロ リ」 が あっ た。 この イ ロ リ に
れ てい た が 、 また その 真}=に は 木 製の 棚 が 吊 されており、
も のの乾 燥 に用 い られ て い た。 しか も この イ ロ リの囲 り
にはハ ッキ リ と した座位 と名称 が あ り、 家 長の座 をヨ コ
ザ 、客 の座 をキ ャ クザ 、主 婦 の座 をカ カザ 、嫁 の座 を ヨ
メザ 、 焚物 を置 く場 所 をキ ジ リ な どと1呼ん で いな.そ し
て この 各 々の座 は 、犯 す べ か ら ざ る場 所 と して維持 され
て いた 。私 も そ うで あ った が、 当時 、子 供 が何 気 な くこ
の ヨコザ にす わっ て も、 す ぐ両親 か ら注 意 され 、時 に は
火掻 き棒 で たた か れ も した もの で あ る。
しか し戦 後 、 と くに30年 代 以 降 にお いて農 山漁 村 の生
活様 式 は急 激 に近代 化 また は都 市 化 され、 家屋 の構 造 も
殆 ん ど都会 風 の様 式 に な り、 い まで は イ ロ リを もつ家 は
数 少 な く なった 。 した がっ て い まの10代 ・20代 の 若 者の
間 に は、 お そ ら く 「よ こ ざ」 と い う言葉 も意味 も知 らぬ
もの が 多か ろ う。
「イ ロ リ」 の 消滅 は 「よこ ぎ」 の 消滅 を意味 し、 また
「よ こ ざ」 の消 滅 が 「主 人」 の 権 威 の消 滅 を意味 す るも
の とみ る な らば、 今 日 さ かん に い われ て い る 「父 親 の権
威 の 喪失 」 も 、 また 「夫 の権 威 の 喪 失」 も、決 して理 由
ない こ とで は な さ そ うで あ る。
農 山漁 村 に比 べ 都市 に非 行 ・離 婚 な どい れ晩 る家族 崩
壊 現象 の 多い の は、1っ には 都市 が農 山漁 村 に比 べ 、「イ
ロ リ」 の 消 滅 と 「よ こ ざ」 の消 滅 がは や か った か らで は
な いの か?「 よ こ ざ」 な き 「よ こ ざ」 の復 権 こ そ、 今
後 わ れ わ れ 日 本 人 が 考 えて み な けれ ば な ら ない重 大 な
問 題 の よ うに思 わ れ る.
(社 会学 教授)
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